
　

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰

に
基
づ
く
女
子
教
育
」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
、

１
８
７
０
（
明
治
３
）
年
に
ア
メ
リ
カ
改
革
派

教
会
に
よ
っ
て
横
浜
の
地
に
創
立
さ
れ
た
。
２

０
２
０
年
に
は
、
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
。

専
門
学
校
、
短
期
大
学
を
経
て
、
４
年
制
大
学

が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
１
９
６
５
年
で
あ
る
。

建
学
の
精
神
と
と
も
に
、
聖
書
に
由
来
す
る

「For O
thers

」
が
、
教
育
理
念
と
し
て
定
着
し

共
有
さ
れ
て
き
た
。
私
は
２
０
０
３
年
に
理
事

を
引
き
受
け
、
２
０
１
１
年
か
ら
理
事
長
の
責

を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、
前
任
理
事
長
か
ら

の
申
し
送
り
は
、「
女
子
教
育
と
理
事
の
ク
リ
ス

チ
ャ
ン・

コ
ー
ド
を
堅
持
す
る
こ
と
」
の
ひ
と

言
（
だ
け
！
）
で
あ
っ
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン・

コ
ー
ド
と
は
、
寄
附
行
為
の
「
こ
の
法
人
の
理

事
は
、
福
音
主
義
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
あ
る
も

の
に
限
る
。」
を
指
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、

「
建
学
の
精
神
を
守
る
こ
と
」
が
前
任
理
事
長
か

ら
の
唯
一
の
申
し
送
り
で
あ
っ
た
。

　

私
は
銀
行
と
食
品
メ
ー
カ
ー
に
40
年
以
上
勤

め
、
大
学
教
員
出
身
で
本
学
院
の
学
院
長
で
あ
っ

た
前
任
理
事
長
と
は
経
歴
を
全
く
異
に
し
て
い

る
が
、
経
営
や
財
務
の
実
務
者
で
あ
る
私
に
と
っ

て
は
、
建
学
の
精
神
、
教
育
理
念
を
支
え
る
た

め
に
、
学
院
の
経
営
基
盤
を
強
化
し
安
定
さ
せ

る
こ
と
が
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
受
け
止

め
て
き
た
。

　

研
究
者
あ
る
い
は
教
育
者
の
経
験
を
持
た
な

い
企
業
出
身
の
理
事
者
が
教
員
サ
イ
ド
か
ら
聞

か
さ
れ
る
の
は
、「
学
校
は
企
業
と
は
異
な
る
」

と
い
う
言
葉
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
企
業
は
利
益

の
追
求
を
目
的
と
す
る
が
、
学
校
は
そ
う
で
は

な
い
」
が
そ
の
含
意
で
あ
る
。「
企
業
即
利
益
追

求
」
に
は
思
い
込
み
も
あ
る
が
、
企
業
人
に
恐

ら
く
共
通
す
る
組
織
優
先
の
経
営
感
覚
、
目
的

志
向
の
合
理
性
追
求
、
市
場
原
理
的
割
切
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
な
ど
、
発
想
や
思
考
体
系
の
違
い

に
、
理
屈
を
超
え
た
違
和
感
が
生
じ
る
の
で
あ

ろ
う
。
学
院
長
、
大
学
長
、
中
学・

高
校
長
、

事
務
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
学
内
外
理
事
の
ク

リ
ス
チ
ャ
ン・

コ
ー
ド
を
堅
持
す
る
一
方
で
、

ず
いそう

建学の精神と 
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コ
ー
ド
対
象
外
の
副
学
長
、
学
部
長
、
事
務
局

管
理
職
の
理
事
会
、
常
任
理
事
会
へ
の
陪
席
を

求
め
、
オ
ー
プ
ン
な
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
理

事
会
と
教
学
現
場
の
相
互
理
解
と
認
識
の
共
有

に
努
め
て
い
る
所
以
で
も
あ
る
。

　

一
方
、
企
業
出
身
の
理
事
者
が
最
初
に
途
惑

う
の
は
、
学
校
（
大
学
）
で
は
「
権
限
と
責
任

が
表
裏
の
関
係
に
な
い
」
こ
と
で
は
な
い
か
。

大
学
の
実
質
的
な
権
限
は
教
員
（
教
授
会
）
に

あ
り
、
責
任
は
理
事
会
に
帰
す
る
と
い
う
権
限

と
責
任
の
二
重
構
造
に
馴
染
む
の
に
時
間
が
掛

か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
組
織
の
論
理
で
動

く
こ
と
を
当
然
と
す
る
企
業
人
と
、
一
義
的
に

は
個
々
の
専
門
分
野
に
特
化
し
た
大
学
教
員
と

の
意
識
の
違
い
で
も
あ
る
。
少
子
化
時
代
を
迎

え
、
大
学
の
改
革
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
教

職
員
個
々
に
は
危
機
感
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を

糾
合
し
て
教
学
面
の
具
体
的
な
改
革
に
結
び
付

け
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
企
業

の
よ
う
な
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
事
業
の
選
択

と
集
中
、
人
員
削
減
や
配
置
転
換
に
よ
る
合
理

化
で
は
こ
と
が
片
付
か
な
い
か
ら
で
も
あ
る
。

大
学
の
改
革
は
力
仕
事
で
あ
り
、
使
命
感
と
と

も
に
、
人
事
も
含
め
た
周
到
な
準
備
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

今
更
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

学
校
（
大
学
）
を
改
革
す
る
た
め
に
は
、
建
学

の
精
神
に
基
づ
く
ミ
ッ
シ
ョ
ン・

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

を
再
確
認
し
、
現
実
を
直
視
す
る
と
と
も
に
、

当
面
す
る
課
題
を
先
送
り
せ
ず
、
計
画
的
か
つ

継
続
的
に
改
革
を
進
め
て
い
く
体
制
作
り
と
意

識
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
昨
今
、
大
学
の
改
革

を
推
進
す
る
た
め
に
、
理
事
長
あ
る
い
は
学
長

の
権
限
強
化
を
唱
え
る
向
き
も
あ
る
が
、
政
治

の
世
界
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
権

限
の
一
極
集
中
に
は
弊
害
も
当
然
に
起
こ
り
得

る
。
組
織
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
人
次
第
で
も

あ
る
。
理
想
論
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
学
に
求

め
ら
れ
る
の
は
、
理
事
会
、
教
職
員
、
更
に
は

同
窓
生
も
含
め
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
り
、

こ
れ
を
支
え
る
の
は
、
建
学
の
精
神
と
教
育
理

念
の
共
有
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

奥田 義孝●学校法人フェリス女学院理事長
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